
②
定
性
情
報
を
整
理
す
る
、
③
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
落
と
し
込
む
、
④

将
来
思
考
を
加
味
し
ク
ロ
ス
Ｓ
Ｗ

Ｏ
Ｔ
分
析
か
ら
仮
説
を
作
成
す
る

と
い
っ
た
、
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を

踏
む
こ
と
が
重
要
だ
。

　
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ

に
つ
い
て
解
説
す
る
に
あ
た
り
、

こ
こ
で
は
一
般
的
な
製
造
業
を
想

定
し
て
解
説
す
る
。

　
製
造
業
の
業
態
は
自
動
車
部
品

製
造
、
電
子
部
品
製
造
、
金
型
製

造
・
鋼
材
製
造
な
ど
幅
広
く
、
規

模
も
様
々
だ
。
実
態
把
握
の
う
え

で
は
、
ど
ん
な
製
品
を
ど
う
い
う

工
程
で
作
っ
て
い
る
か
を
、
実
際

に
工
場
に
入
っ
て
確
認
す
る
こ
と

と
、
業
界
・
仕
入
先
・
販
売
先
・

競
合
・
市
場
動
向
等
の
ミ
ク
ロ
環

境
に
お
け
る
機
会
（
チ
ャ
ン
ス
）

と
脅
威
（
ピ
ン
チ
）
を
記
入
し
て

い
く
。範

囲
を
絞
っ
た
簡
易
型
の

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
が
仮
説
の
カ
ギ

　
簡
易
型
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
と
は
、

営
業
店
の
担
当
者
が
手
軽
に
使
え

る
簡
易
的
な
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
方

法
だ
。
強
み
と
弱
み
を
一
定
の
財

務
の
動
き
に
絞
っ
て
考
え
る
な

ど
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
Ｓ
Ｗ
Ｏ

Ｔ
分
析
の
こ
と
で
あ
る
。

　
簡
易
型
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で
は
、

①
財
務
分
析
か
ら
変
化
を
探
る
、

　
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
フ
レ
ー
ム
は

図
表
１
の
と
お
り
だ
。
具
体
的
な

手
順
と
し
て
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ム

に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す

る
要
素
を
考
え
つ
く
限
り
記
入
し

て
い
く
。

　
フ
レ
ー
ム
を
見
る
と
、
内
部
環

境
と
外
部
環
境
の
二
つ
に
大
別
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ

う
。
内
部
環
境
で
は
財
務
・
経
営

分
析
等
の
定
量
面
と
、
経
営
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
組
織
・
人
材
・
営

業
・
技
術
・
商
品
等
の
定
性
面
に

つ
い
て
、
他
社
と
比
較
し
た
強
み

と
弱
み
を
記
入
す
る
。

　
一
方
で
外
部
環
境
で
は
政
治
・

経
済
・
社
会
等
の
マ
ク
ロ
環
境

Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
は
、
訪
問
先

の
強
み
や
弱
み
、
取
り
巻

く
地
域
経
済
・
産
業
に
お
け
る
機

会
や
脅
威
を
整
理
し
、
可
視
化
す

る
た
め
の
分
析
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
と
は
、Strength

（
強
み
）、W

eakness

（
弱
み
）、

O
pportunity

（
機
会
）、T

hreat

（
脅
威
）
の
頭
文
字
だ
。
内
部
環

境
に
お
い
て
の
強
み
と
弱
み
、
外

部
環
境
に
お
い
て
の
機
会
と
脅
威

を
整
理
し
て
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
企
業
の
実
態
把
握
を
行
い
、
経

営
戦
略
や
経
営
課
題
の
解
決
法
を

考
え
る
。
実
態
に
つ
い
て
仮
説
を

組
み
立
て
る
う
え
で
、
最
適
な
ツ

ー
ル
と
い
え
よ
う
。

Ｓ 黒
木
正
人
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ス
タ
イ
リ
ス
ト
／

行
政
書
士
事
務
所
長

　
実
態
把
握
に
欠
か
せ
な
い
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
だ
。
こ
こ
で

は
簡
易
型
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
方
法
と
仮
説
の
組
み
立
て
方
を
み
る
。

簡
易
型
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
か
ら

仮
説
を
組
み
立
て
よ
う

手
軽
に
実
践
！

手
軽
に
実
践
！
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る
必
要
運
転
資
金
の
増
減
を
把
握

す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
。

・
自
己
資
本
比
率

「
純
資
産
÷
総
資
産
×
１
０
０
」

で
算
出
す
る
。
総
資
産
の
う
ち
、

返
済
義
務
の
な
い
自
己
資
本
が
占

め
る
比
率
を
示
す
、
安
全
性
分
析

の
最
も
基
本
的
な
指
標
だ
。
自
己

資
本
の
増
加
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
の
改
善
に
つ
な
が
る
。

ス
テ
ッ
プ

２

定
性
情
報
を

整
理
す
る

　
財
務
分
析
を
終
え
た
ら
、
そ
の

結
果
も
踏
ま
え
つ
つ
、
企
業
の
定

性
面
か
ら
内
部
環
境
と
外
部
環
境

に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。

　
ま
ず
は
内
部
環
境
だ
。
強
み
と

は
企
業
の
売
り
と
な
る
要
因
、
つ

ま
り
そ
の
企
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
。
具
体

的
に
は
、
そ
の
企
業
や
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
特
徴
は
何
か
、
製
品
・

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
な
ぜ
顧
客
か

ら
選
ば
れ
て
い
る
か
、
他
社
と
の

業
の
収
益
性
を
測
る
重
要
指
標
で

あ
る
。

・
労
働
生
産
性

「
営
業
利
益
÷
従
業
員
数
」
で
算

出
す
る
。
成
長
力
、
競
争
力
等
を

評
価
す
る
指
標
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
を
生
み
出
す
収
益
力
の
背

景
・
要
因
と
し
て
み
る
。

・
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
有
利
子
負
債
倍

率「（
借
入
金−

現
預
金
）
÷
（
営

業
利
益
＋
減
価
償
却
費
）」
で
算

出
す
る
。
有
利
子
負
債
が
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
何
倍
あ
る
か
を
示

し
、
有
利
子
負
債
の
返
済
能
力
を

図
る
指
標
の
一
つ
で
あ
る
。

入
金
・
支
払
い
サ
イ
ト
の

変
化
に
も
着
眼

・
営
業
運
転
資
本
回
転
期
間

「（
売
上
債
権
＋
棚
卸
資
産−

買

入
債
務
）
÷
月
商
」
で
算
出
す

る
。
過
去
の
値
と
比
較
す
る
こ
と

で
、
売
上
増
減
と
比
べ
た
運
転
資

本
の
増
減
を
計
測
し
、
回
収
や
支

払
い
等
の
取
引
条
件
の
変
化
に
よ

し
、
実
態
把
握
や
資
金
ニ
ー
ズ
に

つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
が
発
見
で
き
る

と
覚
え
て
お
こ
う
。

ス
テ
ッ
プ

１

財
務
分
析
か
ら

変
化
を
探
る

　
営
業
店
で
手
軽
に
使
え
る
財
務

分
析
と
し
て
は
、
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
に
お
け
る
六
つ
の
財
務

分
析
指
標
を
参
考
に
す
る

と
分
か
り
や
す
い
。

・
売
上
増
加
率

「（
売
上
高−

前
期
売
上

高
）
÷
前
期
売
上
高
×
１

０
０
」
で
算
出
す
る
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
源
泉

で
あ
り
、
企
業
の
現
在
の

成
長
ス
テ
ー
ジ
の
判
断
に

有
用
な
指
標
で
あ
る
。

・
営
業
利
益
率

「
営
業
利
益
÷
売
上
高
×

１
０
０
」
で
算
出
す
る
。

事
業
性
を
評
価
す
る
た
め

の
収
益
性
分
析
の
最
も
基

本
的
な
指
標
で
あ
り
、
本

も
重
要
で
あ
る
。
社
長
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
か
ら
想
像
し
て
い
た
も
の

と
、
実
際
に
見
た
も
の
が
違
う
と

い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
は
ず
だ
。

　
工
場
で
は
、
不
稼
働
と
な
っ
て

い
た
り
老
朽
化
し
た
り
し
て
い
る

設
備
に
加
え
、
製
造
工
程
か
ら
技

術
力
、
製
造
ラ
イ
ン
の
合
理
化
に

つ
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

う
し
た
情
報
か
ら
仮
説
を
補
強

図表１　SWOT分析の四つのフレーム

内部環境における
Strength（強み）

内部環境における
Weakness（弱み）

人・物・金・情報等が他社と比較し
て優れている点

人・物・金・情報等が他社と比較して
劣っている点

外部環境における
Opportunity（機会）

外部環境における
Threat（脅威）

マクロ（政治・経済・社会的環境
等）とミクロ（業界・仕入先・販
売先・競合・市場動向等）の双方
における、自社にとって有利なマ
ーケット

マクロ（政治・経済・社会的環境
等）とミクロ（業界・仕入先・販
売先・競合・市場動向等）の双方
における、自社にとって不利なマ
ーケット

（出所）筆者作成
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